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英語の全音素一覧表の提案

一発音体系の全体像を把握させる教育鱸－

野北明嗣

要旨日本の英語教育では、中国語や韓国語やスペイン語等他の言語教育と違って、英語

の全ての音素を学習者に見せ、発音体系の全体像を把握させる指導が定着していない。本

稿では、まず先行研究から、中学英語教科書６種類の内、１種類しか全ての音素を取り上

げていないことを述べ、次に英和辞典や発音教材の発音記号の一覧表、特に母音記号の一

覧表には余剰なものや方言差を含んだものが多く、実際のｌ方言の音素数よりはるかに多

くの記号がリストされているため、全体像を極めて把握しづらくなっているという問題点

を示す。そして、一般米語の１３母音２４子音に絞り、日本語の五十音表のようにシンプル

に整頓された、英語の母音と子音の一覧表を提案する。

キーワード：英語の音素目録、発音記号、フォニックス、Englishphonemeinventory

１．はじめに

1.1.母音一覧表と子音一覧表

日本の英語教育では、英語の全ての音素を見せ、英語の音韻体系の全体像を把握させる

環境が整っていない。しかし他の言語教育を見てみると、例えば中国語教育では初期段階

でピンインというローマ字を徹底的に指導し、ピンインのつづり字と同時に、中国語の音

韻の全体像を把握させる。同様に、韓国語教育でも初期段階でハングル文字を徹底的に教

え、同時に韓国語の全ての音素を把握させる。英語と同じローマンアルファベットの言語

であるスペイン語指導でも、同様である。もっと身近な言語として、外国人に対する日本

語教育では、初期段階で五十音表を教え、ひらがなと同時に日本語のモーラ目録の全体像

を把握させる。牧野（2008）が指摘するように、英語でも全ての音素を教えて全体像を見

せる必要がある。英語だけは例外的に、音素目録の全体像を把握させなくてもいい言語で

あるという言語学的な理由は見えない。本稿の目的は、日本語の五十音表のように整頓ざ
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れた英語（一般米語）の音素一覧表を提案することである。結論から言うと、【表l】の母

音一覧表と、【表2】の子音一覧表を提案する。詳細は後述する。

【表l】一般米語の１３母音の一覧表

Long/alphabetvowelc

単語の例

発音記号ａ

つづり字ｂ

cmc/とＣＯ'

／0)u:／

、/而

"ａｒｅ

/el／

ａ

Perｅ

／i:／

ｅ

〃Ｏ『ｅ

/oU／

０

ＳＪＩｅ

/al／

Short/relativevoweld

単語の例

発音記号

つづり字

ｈ〃

/2e／

ａ

sノノ

/I／

川
Ｗ
ｕ

ｐα

/E／

ｅ

〃Ｏ【

/α／

０

VOweldigraphc

単語の例

発音記号

つづり字

/ＯＨＣノ

/au／

Ｏｕ

6ＣＯＡ

／o／

００

ＣＯJ〃

/Cl／

ｏｉ

ａ発音記号は大修館ジーニアス、三省堂グランドセンチュリー英和辞典より。

ｂつづり字は7ﾙｅ４"lerｊｃａ"〃ｃｒ/mgeDjc"o"αryq//ｈｅ団gﾉﾉsALq"91(ＱｇＥ等のphoneticspelling(読み通りのつづり）より。

ｃアルファベット名と同じ読み方。７ﾙe」''１eljcQ〃ﾉｿﾋﾟｒｉｒａｇＥＤ/c//o"α'ｙｑ/ﾉﾙｅＥ"gﾉﾊﾟﾙＬｑ"gllqIge等に従い、母音字の上のマ

クロン(~)を付けて表示する。

。アルファベット名とは違った読み方。プリーブ「）を付けて表示する。

ｅ二文字で－音素を表すもの。二重字。ここに音節主音のＲ（『,",,等のur）を加えてもいいかもしれないが、本稿では

Ｒを子音とみなし、母音一覧表には加えなかった。

【表2】一般米語の24子音の一覧表．
有
声
一
無
声

〃
｜
岨

a発音記号は英和辞典等に広く使われているもの

bつづり字は、StF力oﾉﾋ７s"cPocAerD/c"ollα'f)'等で採用されているphoneticspelling（読み通I)のつづＩ)）より。

1.2.全ての音素一覧表の必要性と日本の英語教育の現状

なぜ外国語学習者は、学習初期段階で目標語の全ての音素（あるいはモーラや音節）を

見て、全体像を把握することが大切なのか。例えばNogita(2016a)によれば、カナダ在住の

日本人英語学習者に無意味語音読タスクを行ったところ、彼らの目標語であるカナダ英語

－３１－



外国語外国文化研究第２８号

には存在しない[eu］という二重母音や、［i:］と［i]の区別、［o］と［o1と［Cu]の区別、［oi］と

[Ce]の区別といったものが発音されていた。これは、例えるなら日本語学習者が、日本語

にＬとＲの区別が無いことを知らずに、発話でわざわざＬとＲを発音し分けているのと同

じことである。目標語の音素目録を把握することで、このような間違いは避けられるので

はないだろうか。又、Nogita(２０１０)によれば、カナダ在住の日本人英語学習者に文読みタ

スクを行ったところ、例えば"o"ｈのｏｒと〃,oだのｏｒｅはどちらも音韻的には同じだが、前

者を[Ｃｌ又は[Cu]、後者を[Cal又は[CO］と発音するような、カナダ英語にはない区別をし

ていた。さらに文読みタスク後の被験者へのインタビューでは、例えばcα"]eの母音と/ｈｅｙ

の母音をどちらも[e'］と正しく発音してはいたものの、これらの母音が全く同じ音なのか

微妙に違う音なのか被験者はわかっていなかった等の、目標語の音韻知識の欠如が見られ

る発言が多数あった。このような問題点も、音素目録を教え、全体像を見せることでかな

り改善するのではないだろうか。

では実際日本の英語教育の現状はどうであろうか。上円・大塚（2010）によれば、中学

英語教科書６種類NewHorizon(以下ＮＨ)、ＮｅｗＣｒｏｗｎ(NC)、Sunshine(SS)、TotalEnglish

(TE)、OneWOrld(0Ｗ)、Columbus21（C21)の３年分、計１８冊を調べたところ、子音も母

音も全ての音素を発音指導の対象としているのは、０Ｗだけである。ＮＨ、ＮＣ、ＳＳ、ＴＥ、

C21は母音のカバー率はそれぞれ８１％、５０％、９５％、８１％、５９％、子音のカバー率はそれ

ぞれ７５％、２５％、８７％、９５％、５８％である（ただしＳＳで抜けている母音は/ug7/（わ"rの

our）だけであり、これは米英語なら/u／（辞書によって表記は/u/、goo。のＣＯ）に/r/を加

えたものであるから、実質全ての母音がカバーされている)。特に子音に関して言えば､/3／

は０Ｗ以外どの教科書も取り扱っていない。もしも外国人への日本語教育で、ほとんどの

教科書が五十音表の全ての音を取り扱わず、例えばイ段とウ段が抜けていたり、力行とナ

行とマ行とワ行が抜けていて、あとは学習者の独学に任せるというスタンスだとしたら、

教員や学習者はどう捉えるだろうか。

1.3.どの方言を選ぶか

音素目録を学習者に見せるにあたり、まず最初の問題は、どの方言の音素目録を使うか

である。近年WOrldEnglisbesの概念が広がり、あらゆる英語の方言に対応できることが望

ましいとされる考え方もある。しかし日本語で考えてみると、東京都多摩地区出身の筆者

は、地元の母方言の発音しかできず、アナウンサー等が使うガ行鼻濁音（ガ行）と口音の

ガ行の区別を習得することにさえ、英語の/b/と/v/の区別と同じくらいの労力が必要だっ

たことを考えると、母語でさえ複数の方言の発音を習得するのは容易ではない。聞き取り
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も、例えばNogita(2016a)の無意味語書き取りタスクでは、［q:］と［o:]の音韻的な対立を持

たない（CO/とＣａ咽"/が同音）ブリティッシュコロンビアのカナダ英語母語話者は、［q:］と

[O:]が音韻的に対立するミシシッピー英語の音節末の[o:］を、７割以上/α1/のように/l/の

ついた音だと聞き間違え、又[1ｍ]を７割以上/8em/だと聞き間違えていた。これはほんの

一例だが、経験的にも同じ北米英語母語話者間でも、音によっては他方言の聞き取りが困

難であることが伺える。まして日本の英語教育の現状を考えると、初期段階からあらゆる

英語の方言の発音を教えることは現実的ではない。日本語で例えるなら、五十音表に、標

準語のみならず、例えば秋田の６母音体系や（Ｃｆ,近藤1995)、「じ」「ぢ」「ず」「づ」の発

音上の区別等、複数の方言を混ぜてしまったら、非母語話者はもちろん、母語話者でも対

応するのは難しいのと同じである。そこで本稿では、欲張って色々な方言を混ぜるのでは

なく、１つの方言の音素目録を学習者に理解させることを目標とする。

一方で、桑本（2013）や清水（2011）は、JenkinsのLinguaFrancaCore（国際共通語と

しての英語の核）の概念を示し、「あらゆる方言に対応したい」という考えとは逆説的に、

｢非英語母語話者は、必ずしも英語母語話者と同じ数だけの音素を習得する必要はない」と

いう考えを紹介している。例えば/０，６/を、［t,。]で代用してもよい等である。このような

考え方もあることを念頭に置きつつも、本稿では、できるだけ学習者に、特定のｌ方言の

全音素を理解してもらおうと試みる。

どの方言に決めるかは難しいが、現在政治的、経済的に優位な国であるアメリカの一般

米語が、恐らく接する機会が一番多く無難だと思われるので、本稿では暫定的に一般米語

の音素目録を選ぶ。一般米語と言っても、音声的には地域差があるが、ここでは音素目

録の全体像を把握させることが目的なので、音声的な差は考慮しない。母音については、

Labov,Ash,andBoberg(2006)によれば、アメリカの西部とカナダのほぼ全域では１３母音体

系（/bﾉﾙe'のa、ＣＯ/のo、ｃα"gh/のaughが全て同じ音素）であ1)、これを採用する（【表

l】参照)。子音に関しては、Labovetal(2006)によれば、／hw/と/w/の併合（例、ｗｈｉｃｈと

Ｍ/ｃｈが同音）が進んでいるため、／hw/は入れず、【表2】で示した２４子音体系とする。

2.発音記号による音素一覧表の見づらさ

日本の英語教育では、音素の全体像を見せる教育が必ずしも定着していないものの、英

和辞典や市販の発音教材には、発音記号の一覧表が載せてある。しかしそれらの一覧表に

は、余剰なものが多い上に、方言が１つに絞られておらず、実際のｌ方言の音素数よりも

はるかに多くの記号がリストされているため、極めて煩雑である。又、ここでは詳細には

触れないが、桑本（2013）等が述ぺるように、発音記号は実質日本の英語教育で機能して
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いるとは言い難く、しかも牧野（未発表）等発音指導に熱心な先生方が、日本の多くの教

科書や辞書の発音記号を「欠陥表記」と評しているように、発音記号そのものの改善も必

要で、一方で印刷上の問題もあり、発音記号についてはまだまだ課題が多い。

2.1．リストされている母音の数の問題

母音の発音記号リストは極めて全体像を掴みにくい。例えば木下（2009）や鷲見（2008）

等のように、市販の発音教材には２６個もの記号をリストしてるものが多い。英和辞典を見

ても、ほとんどが２０個以上である。例えば鷲見の２６個の詳細は以下の通りである。

(1)／8e,Ａ,０，ｑ:,a:',ｇ:''9,9｢,i,i:,Ｕ,ｕ:,e,Ｏ:,Ｏｌｒ,ai,aigMu,augr,ei,Ｏｉ,ＯＵ,ju:,igl,ｕＯｒ,eg'／

又、研究社の新英和中辞典（第７版）では、(2)に示す通り米英語は３３個が挙げられてい

る。グループ分けざれ幾分見易くなってはいるものの、数が多すぎる。

(2)短母音/1,e,8e,０，(Ｍ／

長母音/i:,ＣＭ:,ｕ:,ひ:／

二重母音/e,,ｕ,,０，，０o,Ｃｕ,ju:,'か,eか,０ヶ,００膳,ｕひ／

三重母音/jひび,０１ヶ,ｑＷ

弱母音/,,i,9,ヶ,０，ｕ,jqju／

一方日本語は、「あい、う、え、お」の５個、中国語はａ,ｏ,ｅ,i,ｕ,Ｕの６個と、非常に

全体像を掴み易い。もっとも日本語には、多くの非母語話者には難しいオとオー等のよう

な長短の区別や、オイやオエ等の連母音が多数あり、中国語もａｉ,ｕｏ等多くの二重母音や

uaiやiao等の三重母音、そして明らかな異音も有り（例えばピンインでｅで表される音は、

通常は非円唇後舌中母音[T]だが、［i]や[Luの後で[E]になる等（Lin2001))、これら５個、

6個の“構成要素”を覚えただけでは、日本語、中国語の母音を完全に習得したことには

ならない。しかし構成要素を全て把握できることは、大きな助けとなる。

日本語や中国語に比べると、英語の２０も３０もあるリストはあまりにも膨大なため、英

語の母音は日本語や中国語より、５倍も６倍も難しいのではないかという「誤解」を与え

かねない。しかしこれはNogitaandLin(2016)が述べたように、決して英語の母音が難しい

ということではない。音韻論では常識であるように、音素の数は定義によっていくらでも

変わる。そのため、これは数え方やまとめ方の問題にすぎない。実際、以下に述ぺる通り、
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(1)(2)のような英語の母音リストには余剰がたくさん有るため、かなりの数を減らすことが

できる。

2.1.1.(2)の弱母音

まず(2)の「弱母音」は、ほとんどが他との重複で、重複は排除できる。弱母音につい

ては、§2.Ｌ3.の/i:／と/i/、／u:／と／u/、§2.1.4.の/A/と/g/､/0:r(か:)/と/or(ひ)/の項目でも扱う。

2.1.2./｢/のついた母音、／j/のついた母音

母音の後に来るｒについては解釈が分かれるが、本稿では'w"等の音節頭（オンセット）

のｒも、ｃ”等の音節末（コーダ）のｒも、同じ音素/r/として扱う。これによって、上記

(1)の/r/が含まれる母音は、母音十/r/と解釈できるので、全て排除できる。辞書によって

/ひ/の記号を使っているが、これも音韻的には/r/と解釈できるため、同様に全て排除でき

る'。ただし、ｍ｢"のｕrのように音節主音の/r/だけは（つまり(1)の/g:,/、(2)の/ひ:/)、母

音リストに含めてもいいかもしれない。ついでだが、(1)で見られるように、教科書や辞書

で’が斜体で表記されている場合は、，を省略すればイギリス英語になるという意味だが、

前述の通り本稿では複数の方言を含めることを薦めない。

／r/と同様に/ju:/等の/j／も（通時的にはともかく共時的には）ｙα等のｙと同じ音素と考

えることができ、／j/の付いたものも全て排除できる。

2.1.3./i:／と/i/、／ｕ／と／u／

例えばｂｅａｒと肋を[bi1t]、［bit]と表記するか[bi:t]、［blt]と表記するか、同様にcooec/と

ＣＯＷを[kuXd]、［kud］と表記するか[ku:｡]、［kod］と表記するかの議論があるが、ここで扱

う問題の焦点はそこではない。ここでの焦点は、強勢の無い母音（弱母音）の表記である。

まず、肋とＣＯＭ/の母音をそれぞれ[,,ｏ］と表記するタイプでは、日本では例えばｈ`ｗｎｌの

yのような強勢の無いものを[i］と表記し、強勢のあるｂｅａｒの母音[i:］とは区別して表記し

てある。しかしこれらの[i］と［i:]は一般米語では音韻的に同じ音素/i:/であり、音素目録

では書き分ける必要は無い。同様に、例えば強勢の置かれないyo〃の母音は[u]、強勢のあ

るＺｏｏの母音は[u:］と表記されているが、同じ音素/u:/である。つまり音素目録に/,,Ｕ/を

使用してるリストからは、／Lu/を排除しなくてはならない。

厄介なのは、６ﾉﾉとｃＯ脚ﾉｺﾞの母音をそれぞれ[i,ｕ]と表記するタイプである。著者の調べで

は、先に挙げた中学英語教科書６種類の発音記号全てがこのタイプであるﾕ。このタイプ

は、例えば,g）o'７の強勢のないｅも、後に子音が続かない/mppIEのｙも、両方[i]と表記ざ
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れるため、違う２つの音素が同じ表記をされるという大問題がある。（音韻的には前者は

肋の母音/,/、後者はｂｅα/の母音/i:/・ただし〃ｊｒやgoo‘のような強勢のある母音は/1,ｈ/の

ようにアクセント符号が付けられるため、ノmppyのｙや強勢のないＷ〃の母音の/i,ｕ/とは

見た目で区別できる。アクセント符号のある/Ltl/は必ず/,,Ｕ/であり、逆に後に子音が続

かない/Ｌｕ/は、音素配列の制約から/,,｡/は不可能なので、必ず/i:,ｕ:/である｡）このよう

な、英語の音韻体系の知識がない学習者にはとても手に負えない煩雑なルールがある。こ

のタイプでは、／Ｌｕ/を音素目録の中から排除することはできない。よって、上の(1)のリ

ストからは、／i,u/は排除できない。

2.1.4./A/と/e/、／e:r(ａ:)/と/er(ひ)／

［A］（c"/のｕ）と［0］（２６o"/のａ）を音韻的に区別するかしないかで意見が分かれるが、

Hammond(1999)は、両者の違いは強勢の有無だけで、アクセント符号で強勢を表記すれ

ば、違う記号を使う必要はないという。本稿もHammondに従う］・根拠の１つとしては、

[Ａ]と[g]は音韻的に対立せず相補分布しており、最小対（minimalpair）が無いことである。

又、経験的にも、音声学を知らない一般英語母語話者は、ｃ"/のｕとa6o"/のａを同じ母音

だと認識しているようだということも挙げられる。よって、／0/は音素目録から排除できる。

／9:パヶ:)／（/"γ〃のｕｒ）と/0r(ひ)／（6ｅｊｕのer）も同様である。前者は強勢が有り、後者は

強勢が無いだけの違いで、最小対は存在しない。そこで(1)のタイプのリストからは/g'/、

(2)のタイプのリストからは/か/を排除できる。

2.1.5./o／と/ｄ／と/o:／

まず／q/と/α／と/0:／（それぞれ〃o/のｏ､ルノherのａ、ｃα"9ｈｔのaugh）の３つに関して、

筆者の調べでは、中学英語教科書６種類のうち、OneWOrldを除く５種類は全てこれら３つ

の発音記号を書き分けている。英和辞典では、以前は、筆者が知る限りでは大修館のジー

ニアス第４版以降以外は、ほぼ全ての辞典で３つの発音記号を書き分けていたが、２０１７年

現在では、ジーニアスの他にも３つの母音を１つ、又は２つにしているものが増えてきた。

しかし３つを書き分けるものが多数派である。

だがこれら３つの母音を学習者は区別する必要があるのだろうか。筆者の知識不足の

ため、北米の英語でこれら３つの母音が全て音韻的に対立し、【表l】で示した１３母音体

系に/q/と/o:/を加えた１５母音体系がどの地域にあるかは存じないが、RoederandGardner

(2013）によれば、WesternNewEnglandでは/q/と/α／と/o:/が音韻的に対立するものの、

/α/と/ae/が対立しない（/h【/ｈｅ,のａとｃａｒのａが同じ）ため、やはり１５母音体系ではない。
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つまり／Cl/と/α/と/O:/の３つに加え/3e/を区別する１５母音体系の指導は、現実的ではない

と言える。もう少し詳しく見ると、／Cl/と/α/が対立する地域は少なく、さらにLabovetal

(2006)によれば、アメリカの西部とカナダのほぼ全域で/q(:)/と/0:/の対立がない。つまり

広い地域で/０/と/α／と/o:/が全て同じ音素である』。さらに前述のJenkinsのLinguaFranca

Coreの概念を考慮しても、学習者が特定の方言の発音にこだわる場合等を除けば、非母語

話者がわざわざ音素数の多い体系を選ぶ必要はなく、あえて/Ｃｌ/と/α／と/o:/を区別するメ

リットは見えない。

牧野（2006）は、これら全てを/u:／（つまりholfを/hq:t/、ｃα/"'を/ku:m/、ｃα"g/'/を/kq:t/）

と表記することを提案している。実際英英辞典Ｃａ"ｊ６ｒｊ返酬伽"ceqr血αr"ビパＤｊｃｒｊｏ"αハノは

この表記を採用している。日本の英語教育では、まず/Cl/と/α/を区別しないものは、中学

英語教科書６種類の中ではＯｎｅＷＯｒｌｄだけに採用されている（/Ｃｌ/を排除し、例えばんo/は

/hat/)。英和辞典では、筆者の知る限りでは、少なくとも大修館ジーニアス、三省堂グラン

ドセンチュリー、学研アンカー、桐原書店ロングマンは同様の表記をし、旺文社オーレッ

クス、三省堂ウイズダム、研究社ライトハウスは例えば/Ｍを/hq(:)t/と括弧付きで表記し

ている。次に/o:/を区別しないものは、中学英語教科書には無いが、英和辞典では筆者が

知る限りではジーニアスとグランドセンチュリーが/0:/の隣に/α／（グランドセンチュリー

は/､:/の隣に/q:/）を記している。このように英和辞典でも/q/と/α／と/o:/を全て/q:/と表

記する方法は、徐々に受け入れられているため、これを採用しない手はないだろう。牧野

(2006）はさらに/o:/を排除することで、発音練習で定番となっている/o:／と/ＣＯ/の違い

(例、ｃα脚gﾙﾉとＣＯα/）を/u:/と/CO/と表記することになり、視覚的にも混同を避けられると

指摘している。

ついでだが、中学教科書のうち３種類（０Ｗ、ＳＳ、ＴＥ）は、例えばqﾉｳr等のｏを[o(:)]と

括弧付きの表記をし、英和辞典でも、研究社リーダーズ英和中辞典等は同様の表記をして

いるが、これは[］をはずせばイギリス英語の/o/の母音になるという意味である。しかし

前述の通り複数の方言を含めることは薦められず、ましてこの表記は、限られたスペース

に無理矢理英米の両方言を詰め込んでいるものであり、しかも英語には日本語のような母

音の長短の区別がないことを知らない学習者からは、「[。(:)]は０を伸ばしても伸ばさなく

てもいいという意味だ」と大変な誤解をされかねないため、採用できない。

以上のように余剰の表記を削除していけば、本当に音韻的に対立する１３個だけが残る。
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2.2.リストされている子音の数の問題

子音記号一覧表は、母斉よりはるかに見やすい。ロングマン、グランドセンチュリー、

学研ニユーヴイクトリーアンカーのように、【表2】の24子音だけに絞っている辞書もあ

り（ただしグランドセンチュリーとニューヴィクトリーは、各単語には/(h)w／（例WAeeノ

を/(h)wil/）と表記している）、他の辞書も２４を若干上回る程度である。多いものでは、

ジーニアスが２４個以外に/hw,９，ｘ,ts,。z/の計２９個をリストしている。これら５個以外に

は、新英和中辞典等が/tr,ｄｒ/、リーダーズやオーレックス等が/Ｖをリストしている。しか

し本稿では24子音に絞る。まず、外国音として扱われるに/と/x/を載せている辞書もある

が、一般米語では使わないので排除する。同様に、方言差のある/hw/と/w/の区別に関し

ては§1.3.で述べた通り、／hw/を排除する。次に余剰なものを見ていくと、／ts,。z/はcα応や

cα,血のような音節末や、肋垈o〃のような音節の境目にしか現れず、単子音ではなく子音連

続とみなせるため、排除する。同様に/tr,。r/といった頭子音連結（complexonset）も排除

する。（子音連結に関しては§4.2.2.で述べる｡）／ＶはwaIer等に現れるたたき音で、有声化

の補助記号付きで表記されているが、音韻的には/d/なので音素目録からは排除する。最後

に、音節末にしか現れない/0/だが、ｓ唾eノヒｙｏ"胆e'等に見られる/U/と/０９/の対立があ

るため、音素一覧表には加える。

以上のように、日本の英語教育でお馴染みの発音記号には余剰が多く、方言も１つに絞

られていないため、実際の音素数よりもはるかに多くの音素が有るように見えてしまうと

いう問題がある。これもロ本人が英語の音素目録を把握できない原因の１つであろう。

3.母音の構成要素

音素目録が把握しにくいのはやはり母音である。前述のように、日本語の母音の構成要

素がア、イ、ウ、エ、オ、中国語はａ,ｏ,ｅ,Ｌｕ,Ｕで、あとはその組み合わせだというよう

に、英語の１３母音も構成要素に分解する考え方は当然ある。Wardhaugh(1977)は、Trager

andSmithの７つの要素/i,e,aeaa,ｏ､u/と、わたり音の/ｊｗ／（方言によっては/h/）だけを

使い、全ての母音を表す方法を紹介している。さらに、山本（2011）はそれを一般米語だ

けに絞り、／ＬＥ,Ａ,Ｏ,Ｕ/の構成要素だけで全ての母音を表記している。わたり音（後部要

素）にも母音以外の記号/j,ｗ,ｈ/を使わず、既存の/1,Ｕ,Ａ/を使っている。より音声的なレ

ベルでは、Hillenbrand,Oetty,Clark,andWheeler(1995)によると、英語の１３母音は決して日

本語のア、イ、ウ、エ、オのような短い単母音が１３個あるわけではなく、英語母語話者は

長さの違いと二重母音性で区別している。その特徴を踏まえて、NogitaandLin(2016)は、

カナダ英語母語話者に日本語の単母音および連母音を聞かせ、英語のどの母音に聞こえる
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力勤を答えてもらい、その結果から英語の１３母音は、日本語のア、イ、ウ、エ、オを組み合

わせることで再現できることを示した（ただし音声的には必ずしもＲ英の母音は同じでは

ない)。つまり、英語の１３母音も構成要素に分解すれば、７つから５つになるわけである。

【表3】に、１３母音をそれぞれ日本の英和辞典の発音記号、TragerandSmithの７つの構成

要素、山本の５つの構成要素、NogitaandLinの知覚実験による対応する日本語の母音で示

した。

【表3】一般米語１３母音の構成要素

単語例 英和辞典の

発音記号ａ

／ｂＷ

／bIt／

／belt／

／bet／

／b8W

／bAt／

／gu:｡／

／but／

／gpd／

／bow

／baW

／baW

／baId／

山本の

5つの構成要素

Trager-Smithの

７つの構成要素ｈ

／bijt／

／bit／

／bcjt／

／b”

ん鐙t／

／bgy

／gad／

／buwt／

／gudy

／bowt／

／bajt／

／bawt／

／bojd／

Nogita＆Ｌｉｎの

対応する日本語母音

イー

エ

エイ

エー

コミア

ア

アー

ウー

ウ

オウ

アイ

アオ

オイ

be“

６iｆ

６α〃

bcr

lMr'

６ｍ

ｇo‘

bom

goDql

ｂｏａｒ

６j花

６o"ｒ

ＢＱｙ‘

／blIt／

／bIt／

／bEIt／

／bEt／

/bEAt／

／bＡｌ／

/ｇＡＡｄ／

/ｂＵＵｔ／

／gUd／

/ｂＯＵｔ／

/bAIt／

/ｂＡＵｙ

/bOId／

ａジーニアス、グランドセンチュリーより。

bWardhaugh(1977)ではわたり音は/y/となっているが、本稿では国際音声字母の/j/に従った。

4.つづりベースの数え方：フォニックスの基盤

4.1.母音

§3.で紹介した構成要素で数える方法なら、英語の母音も日本語や中国語と同じくらいの

数で把握しやすい。ただし、日本語のひらがなや中国語のピンインの場合、ｌ構成要素にｌ

文字だから、音韻論の知識がない学習者にも判り易いが、英語の母音は後述のように、そ

うはいかない。又、日本語は５つのどの構成要素の組み合わせも可能だが、英語は組み合

わせにかなりの制約がある。音韻論の知識がない学習者に、組み合わせの制約まで把握さ

せるのは困難であり、§1.2.で紹介したような、英語では不可能な組み合わせを発音してし

まうことが予想される。そこで本稿ではやはり１３母音システムを薦める。

１３母音システムでは、５個や６個と比べると数が多くなるため、グループ分けをした方

が全体像を掴み易いだろう。日本では、(2)のような短母音、長母音、二重母音といった音
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声学的なグループ分けが主流である。しかし、Hillenbraildetal（1995)によれば英語の母音

は二重母音的なものが多く、どれを二重母音にするかは解釈によって変わる。又、音声学

的な分け方は、音声学を知らない学習者に受け入れ易いとは限らない。

そこで本稿で薦めるのは、フォニックス（つづりと音の対応）のベースとなる、デフォ

ルトのつづりと音の対応を元にしたグループ分けである。フォニックスの指導で行われる

とおり、５文字の母音字ａ、ｅ、ｉ、ｏ、ｕにはそれぞれ２通りの読み方が有り、計10通り、

加えてｏｉ、Ｃｕ、両の２文字でＩ音を表す文字（二重字）で表す音が３個、合計で１３個、と

いう分け方である。この方法は、日本では教員も含めて、まだまだ馴染みのない人が多い

が、利点は、英語母語話者に馴染みがあること、英語のつづり字の基礎を学べること、発

音記号のような見慣れない記号が出てこないこと、そして経験的にであるが、筆者の生徒

達に評判が良いことである。以下に詳細を説明する。

・Long/alphabetsounds

１つ目の読み方は、５文字の母音字a、ｅ、ｉ、ｏ、ｕの文字の名前をそのまま読む読み方、

つまl)／e,,i:,ａ,,Ｃｕ,０)u:/である。それぞれ〃α/e、Pere、ｂﾉﾉe、ノmpe、ｃｗｒｅ/Icoorの母音で、

NogitaandLin(2016)の知覚実験によれば概ね日本語のエイ、イー、アイ、オウ、ウーに対

応する。これら５個はＴｂＭ"lerｊｃａ〃ＨＣ伽geDjajo"αr〕ﾉに従い、マクロン（-）をつけて２１，

e、Ｔ、Ｏ、ロと表記する。英語圏ではIongsounds（決して伸ばすという意味ではない）（Ｃｆ，

LabovetaL2006,Jones1996,Cameyl994）や、alphabetsounds（Ｃｆ,Gilbert2012）と呼ばれ

たりする。日本のフオニックスの指導では「アルファベット読み」と呼んだりする。ちな

みにこれらの母音は、ａ、ｅ、ｉ、ｏ、ｕそれぞれｌ文字で、２つの構成要素の組み合わせを示

す（【表3】参照)。

・Short/relativesounds

２つ目の読み方は、ａ、ｅ、ｉ、ｏ、ｕの文字の名前とは違う読み方、つまり／8e,e,[,ｑ:,A/で、

日本人には最初は馴染みのない読み方かもしれない。それぞれｈα/、ｐｅ/、肋、ルｏｐ、ｃ"/の

母音で、NogitaandLin(2016)の知覚実験によれば概ね日本語のエア、エー、エ、アー、ア

に対応する。これら５個は７ｶＭ"!e'ｊｃａ〃ＨｂｍａｇｅＤｊｃﾉﾉo"αに)ﾉに従い、ブリーブ「）をつけ

てii､ｅ､7,6,Ｕと表記する。英語圏ではshortsounds（決して短いという意味ではない）（Ｃｆ，

LabovetaL2006,Jones1996,Carneyl994）や、relativesounds（Ｃｆ,Gilbert2012）と呼ばれた

りする。日本では「フオニックス読み」と呼ぶこともある。
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・VOwelpairs/digraphs

残りの３母音は、ｏｉ、Ｃｕ、両のように２文字でｌ音を表し、それぞれ/0,,ａｕ,ｕ/と読む。

それぞれcoj"、０ｍ、bookの母音で、NogitaandLin(2017)の知覚実験によれば概ね日本語
、－－

のオイ、アオ、ウに対応する。本稿ではＦｒｙ（1964)等に従い、bookの母音はsbortoo(oo）

と呼び、Zoo等に現れるIongoo(、)と区別する（【表I】参照)。ちなみにｙ＋Iongoo(CO)＝

Ionguであるため、Ｉｏｎｇｏｏ(、）とlonguはどちらか１つでいい。２つ使うことは余剰であ

る。

4.2.子音

4.2.1.単子音

英語の子音のつづり字は日本語のローマ字と似ているため、日本人には比較的習得し

易いだろう。発音記号の中で、普通のローマンアルファベット２６文字の中に無いもの

は、０，６，ｆ３，鮴。３，０、またＣａ'･等のコーダに使われる３である。これらを、ＳＣｈｏ/ａｓ/ｊｃ

ＰｏｃｋｅｒＤｊｃｊｉｏＭｙ等で採用されているphoneticspelling（読み通りのつづり）式に普通のロー

マンアルファベットに置き換えると、順にth、ﾉﾙ、ｓｈ、ｚｈ、ｃｈ、ｊ、、g、そしてｒとなる。

Sc〃o/αsjjcPocke/Ｄｊｃｔｊｏ"αr〕ﾉでは、血"k等の無声音の[O]を通常のth、血s等の有声音の[6］

を斜体のﾉﾙで表して区別している。岨o〃等の[3Iについては、Ｓｔｈｏ/ａｓ/jcPoc舵,fDjc"o"αハノ

等では、ｚｂと書き表しているので、本稿でもｚｈを採用する。ただし、Nogita(2016a)によ

れば、１４人のカナダ英語母語話者にｚｈｏｏという無意味語を読ませたところ、５人は[3u:］

と発音したが、９人は[zulと発音したことから、つづり字くzh＞と音素/3/との対応は、一

般の母語話者にはそれほど定着していないようだということも留意しておきたい。音節末

のso聖等の[O]は、ｇと表記できる。ＪｔＩｐα"等の破擦音の[d3]は、ｊで表記し、一方でＺα等

のわたり音、]は発音記号ではｊと表記されるが、phoneticspellingではｙとなる。残った、

とｍは、地jPや山ｌｉＰに見られるようにsh、ｃｈと表記できる。残1)の１５個の子音はⅥ発

音記号と同じｐ、ｂ、ｍ、ｆｖ、ｔ、。、ｓ、ｚ、、、１，ｋ，９，ｗ、ｈとなる。

4.2.2.子音連結(consonantcluste｢）

子音連結と言えば、日本語でも「にゃ」等の勘音が大事なように、英語でも非常に大事

である。同じ音節内での子音の組み合わせにはかなりの制約があり、好き勝手に組み合わ

せることはできないことを理解させるためにも、英語で可能な子音の組み合わせを初期段

階で指導することも大切である。音節頭子音連結(complex/branchingonset)は以下のように

まとめられる(Ｃｆ,Hammondl999)。例えば３子音の連続では必ず１つ目は/s/であること
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や、／tr,。r/は存在するが*/t1,.1/は存在しない等の知識があれば、英語に存在しない子音連

結を発音することも避けられる。（/C/＝consonant、子音。括弧内は頻度が少ないもの｡）

．／s/＋/C/(sblends）／sp,Ｓｍ,st,s､,sk,sLsw,(sfsO)／

。／C/＋/l/(lblends）／pl,ｂｌ,Ｈ,ｋ1,91,s1,(几ｖ1,ｚｌ)／

。／C/＋/r/(rblends）／pr,brofiP,or,tr,｡r,｣iF,kr,ｇｒ／

．／C/＋/w/(wblends）／ｔＷｋｗ,sw,(｡w,０W,９W,ｐｗ,ｂｗ)／

。／s/＋/C/＋/1,r,ｗ,j/(3-Iettersblends）／spl,spr,str,skr,skw,(skl,sfiP)／

・Ionguを含む/C/＋〔i／／piu:,bLju:,mju:,ｉｕ:,kju:,hiu:,(vju:giu:)／

音節末子音連結(complex/branchingcoda)は音節頭より数が多いが、以下のようにまとめ

られる(Ｃｆ,Hammondl999)。以下に挙げた以外に、複数形の-sや過去形の-ed等のsuffix

を付けた時にだけ現れる子音の組み合わせがたくさんあるが、数が多い為ここでは省く

(例、ｓｏ型,seenZ且,ｌｆｅａｍＺＥｑ,/α皿,α'γαngEq,、lﾉe血,ｇ/j12ZZ2旦辺等（Hammondl999:59,65))。こ

れらを学習者が全て記憶しておく必要はないと思うが、例えば音節末には＊/mb,Ug/等が現

れないことを知っておいても損はないだろう。

.／I/＋/C／／lp,1ｍ,Iflv,１t,1.,1s,１１;1.3,1k,(lb,!D／

．／r/＋/C／／rp,rb,ｒｍ,rfrv,rO,rt,rd,rs,ｍ,rl,rtl;rd3,rk,(r9,1,／

・鼻音十/C／／mp,ｍｆｎＯ,nt,、｡,ns,､z,mfnd3,0k／

・阻害音十阻害音／sp,st,sk,pt,kt,ht,ps,ks,(ts,｡z)／

・３子音の連続／mpt,０kt,0ks,(mps,nts,Ust,Its,rps,rts,IjMst)／

4.3.Phoneticspellingで表記した母音と子音の一覧表

§4.1.と§4.2.を踏まえて、【表4】と【表5】のような母音と子音の一覧表を提案する。

【表4】一般米語の１３母音の一覧表

Alphabetsounds ０ｅ ｕａ

Relativesounds
、ｐ

ａ
、ご

ｅ ０ ｕ

Vbwelpairs ０００１ Ｏｕ
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【表5】一般米語の２４子音の一覧表

：」 ｚｙｚｈ【ん、ｇ

■回■■困砠 団、

宰
臼
幸
臼

一
癖
一
房

有
無

母音のalphabet-relativesoundsの分け方は、日本語の漢字に訓読みと音読みがあることに

例えることができる。子音の有声音、無声音の分け方も、日本語の清音、濁音の区別にほ

ぼ相当する。他の言語の教科書と同じように、英語でもこのようにシンプルに整頓された

音素の一覧表を、教科書の一番最初に載せるべきではないだろうか。

5.授業への応用

授業への応用、特に小学校で英語が正式教科になる時に、これら子音母音一覧表がどれ

ほどの効果があるかという科学的な検証は、今後の課題である。現時点では、ほぼ筆者が

大学生以上を対象に授業に取り入れた経験論にすぎない。又、筆者は大学生以上の数名を

対象にパイロットスタデイーを行い、レッスン前のいわゆるカタカナ発音（例えば、日本

語の「エアーコンデイショナー」等の借用語ほぼそのままの発音）が、５回から８回のレッ

スンで劇的に改善したことをNogita(2016b)で発表してはいるが、今後はより多くの人数

で、中学生や小学生も対象にしたリサーチを行う必要がある。

6.結論

本稿では、英語の全ての音素の見易い一覧表を提案し、特に母音音素一覧の改良に焦点

を当てた。日本の英語教育では、日本語や中国語教育等と違って、音韻体系の全体像を見

せる指導が定着していない。しかし、英語だけを例外扱いする言語学的理由は見えない。

英語も他言語と同様に、学習者に音素一覧表を把握させるべきである。力､といって、英和

辞典や発音教材に使われている発音記号の一覧表は、母音だけでも２０個から３０個以上が

並べてあり、音素目録の全体像を極めて掴みにくい。そこで、本稿では余剰なものや、方

言差を排除し、母音は１３個、子音は２４個に絞った。ただし母音の１３個というのは、日

本語のア、イ、ウ、エ、オや中国語のａ,ｏ,ｅ,i,ｕ,Ｕのような構成要素が１３個有るわけでは

決してなく、構成要素に分解すれば、英語の母音も７個から５個になることは留意する必

要がある。しかし構成要素だけを教えると、Nogita(2016a)が示したように学習者は英語に

存在しない二重母音を発音してしまう可能性があるので、本稿では１３母音体系を薦める。

子音も方言差や二重子音を排除し、２４子音にまとめた。一覧表では、音声学を知らない学

習者にも解り易いように、音声学的な分け方ではなく、つづり字をベースにしたphonetic
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spellingを採用し、母音はalphabetsoundsを５個、relativesoundsを５個、vowelpairsを５個

にまとめ、子音は有声音１５個と無声音９個に分けて表示した。以上を踏まえた上で、【表

4】と【表5】のようなシンプルにまとめられた音素の一覧表を提示した。このような表を

教科書の一番最初に提示すべきであろう。

注

*外国語外国文化研究ご担当の先生方、査読者の先生方に、感謝を１１'し上げる。

｜北米の１３母音体系を採)Hするなら、Wells（1982)に従い、（１）の/､:'./や(2)の/０３/は、／Cu/＋/r/と解釈

する。

２筆者が中学英語教科書を集めたのは２０１４年。

３２０１７年１０月ＩＨの11本音声学会全１K|大会で、［9]は１１本人の耳にはア、エ、オに聞こえることもある

ので、［Ａ]とに]を音韻的に分けた方がいいのではないかとのコメントをいただいたが、筆者は、日本

人の耳にアに聞こえるものは音韻的には/Ｍエに聞こえるものは基本的には/'／と扱うことを提案して

いる。又、日本人の耳にオに聞こえる例として、０６｡〕のｏを挙げていただいたが、これは音韻的には／

ｏＵ/と解釈する。日本語ではオウとオが音韻的に対立しているため、強勢の無い/oU/が強勢のある/oU／

と違って聞こえてしまうが、吾韻的には同じことを指導するのが大事ではないかと考える。

４Boberg(2009:355)によると、若い世代のカナダ英語や一部のアメリカ英語に、“Ibreign(a)"([a:]）という

音声的には[露:］と[u:]の中間に位置する音が、ｐ/ＬＩＺα､〃Ｆｇｄｂ、／且､,α、msgg"α、／且ＣＯ等の外来語に現れる。

筆者の印象でも、この音を発汗する英語母語話者は少なからずいる。しかしBobergはこれを正規音素

とは認めず、extraphonemeとする。本稿でもこの音は音素【|録に加えない。
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